
 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ明日３月１６日（木）に修了式、そして翌１７日(金)に卒業式を迎えます。 

長引く新型コロナウイルス感染症の流行により、今年も思うように活動できないことが多くありました。お

互いの表情がよく見えないマスク生活が続くことで、不安や不自由さ、歯がゆさなどを感じることもありまし

た。それでも子どもたちは日々の学びの中で、笑顔や喜び、達成感を得る経験を重ねたくましく成長してきま

した。修了おめでとうございます。私たち教職員も子どもたちの頑張りに励まされ、力をもらってきました。

厳美っ子はまた一回りたくましく成長することができました。教職員一同、学校を支えてくださった保護者の

皆様のご協力に感謝いたします。春休みは安全と健康に留意しながら、新しい学年に向けての準備をしてほし

いと思います。 

６年生は「旅立とう未来へ」をスローガンに掲げ、卒業式を行います。式では卒業生はマスクを外し参加し

てよいこととしました。3年振りに４・５年生も在校生代表として式に参加します。学校評議員の方にも６年

生の晴れ姿をお祝いしていただきたく、ご案内をいたしました。きっと晴れやかな笑顔で卒業証書を受け取

り、本校の伝統である「歌声」を下級生と共に響かせることでしょう。厳美小学校の『柱』として活躍してき

た６年生。１５名の厳美っ子が学び舎を巣立ちます。保護者の皆様、ご卒業おめでとうございます。また、今

年度で厳美小学校ＰＴＡを退会される保護者の皆様、これまでのご支援・ご協力に感謝いたします。これまで

数多くのご支援・ご指導をいただいた地域の皆様にも厚く御礼を申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

２月２４日（金）、今までお世話になった６年生へ感謝の気持ちを込めて、「６年生を送る会」を行いまし

た。最後の児童会行事として、新執行部が中心となり、学年ごとに係分担をして準備しました。残念ながら学

級閉鎖で 3 年生は出席できませんでしたが、全校で体育館に集まり、会 

を開くことができました。縦割り班ごとにお世話になった感謝を色紙に 

込めてプレゼントしました。そしてダンスや歌、クイズや寸劇など、そ 

れぞれの学年で工夫した発表を行い、６年生に楽しんでもらいながらし 

っかりと感謝の気持ちを伝えることができていました。 

６年生はよきお兄さんお姉さんとして優しく下級生の面倒を見てくれ 

れました。また、様々な場面でリーダーとして活躍しました。６年生の 

皆さん、本当にありがとう。 

令和４年度   学校と家庭・地域を結ぶ 

校報  
 

 

 

   

一 関 市 立 厳 美 小 学 校 
教育目標 
進んで勉強する子 

生き生きとして思いやりのある子 

丈夫でたくましい子 

第１２号 令和５年３月１５日発行 

文 責 ： 佐藤 

六年生のノリノリのダンス

に「アンコール！」の声がかか

りました。1年生から６年生ま

でみんなで一緒に踊り、とても

楽しい時間を過ごしました。 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 年 学習時間 
（めあての時間を守れた児童の割合） 

読書時間 
（1日平均） 

テレビを消して学習 
(7日間達成できた児童の割合) 

1週目（％） 2週目（％） 1週目（分） 2週目（分） 1週目（％） 2週目（％） 
1年生 6月 90.0 100.0 10.1 12.6 90.0 90.0 

11月 100.0 100.0 11.0 12.5 70.0 77.8 
2月 100.0 100.0 15.1 20.0 75.0 100.0 

2年生 6月 86.7 78.6 15.3 18 66.7 71.4 
11月 85.7 69.2 19.6 18.6 64.3 84.6 
2月 86.7 92.3 19.1 21.7 86.7 100 

3年生 
 

6月 84.2 86.4 17.7 18.2 78.9 95.5 
11月 77.8 73.3 21.8 22.6 94.4 100.0 
 2月 76.2 85.7 21.4 22.0 90.5 100.0 

4年生 
 

6月 92.9 100.0 23.2 25.2 64.3 92.9 

11月 86.7 87.5 23.8 23.1 73.3 93.3 
 2月 75.0 93.3 26.9 31.2 100.0 100.0 

5年生 
 

6月 100.0 94.1 31.9 34.1 82.4 82.4 

11月 100.0 100.0 32.1 28.0 93.3 82.4 
 2月 76.5 70.6 23.0 23.7 88.2 100.0 

6年生 
 

6月 80.0 71.4 24.4 25.8 66.7 85.7 

11月 58.3 71.4 21.7 19.4 91.7 85.7 
 2月 53.8 57.1 23.6 20.5 92.3 100.0 

全 校 6月 88.9 86.8   74.8 86.3 

11月 94.0 87.8   82.1 89.0 
 2月 76.7 83.3   91.1 100.0 

 
２月に行われた第３回目の学力向上月間で行った「家庭学習週間」の取組の結果をまとめました。６月・11 月

に比べて、２週目の割合が高くなった項目を色付けしました。ノーメディア（テレビを消して学習）が全学年しっ
かり取り組まれていることはとても素晴らしいです。インフルエンザの流行の影響もありますが、学級閉鎖した
学年でも自分で計画を立ててじっくり学習に取り組んでいる子がいました。低・中学年は読書時間が増えました。
全校で見ると、学習時間は８割が達成しています。保護者の皆様のご協力に感謝申し上げます。 
 

＜保護者のコメントから＞ 
１年 ・親が促さなくても学習をしていました。以前の家庭学習強化週間の時よりも、読書に取り組む姿が良くな

ったと感じました。ノーメディアで頑張りました。 
２年 ・土日になると生活リズムが普段とは異なるようで、声がけをしましたが、本人なりに頑張って取り組めた

と思います。 
３年 ・今回は読書の時間しっかり２０分頑張っていました。少しずつでも本を読む習慣がついてくれればと思

います。 
４年 ・疲れていても眠くてもしっかりと意欲的に学習を頑張りました。たくさんの本を何度も読んで楽しんで

いました。とってもえらかったです。 
５年 ・今回は自学も頑張り、他にも家庭でノートを作り、苦手なところを学習しました。頑張って取り組めたと

思います。 
６年 ・興味のあることを勉強していました。気になることを大事にこれからも調べてみてほしいです。 

１年間を振り返って～継続は力なり～ 

３回行われた「家庭学習週間」（６週間分）の取組の結果と、「まなびフェスト」の年間読書目標冊数

調べの結果を総合的にみて、３つの項目「学習時間」「テレビを消して学習」と、目標冊数以上読書を頑

張ったお子さんは、次の通りです。目標冊数を達成したお子さんは全校で９０人（９３％）です。継続

する姿勢が素晴らしいです。努力を重ねた成果は、確実に力となっています。 
１年 （３）阿部・伊藤・佐々木   

２年 （４）小岩・佐々木・佐藤・佐藤 

３年 （３）阿部・石川・熊谷       

４年 （４）石川・伊藤・伊藤・遠藤 

５年 （８）阿部・小野寺・佐々木・佐藤・佐藤・佐藤・佐藤・槻山 

６年 （３）伊藤・菅原・滝上                 合計２５人でした。 



日 曜 学校行事 
帰り特別便 

（1年のみ） 
帰り１便 帰り２便 備考 

6 木 

登校指導 紹介式 始業式   

入学式準備（６年：弁当）  

スクールバス乗車指導 
  １１：５０ 2345年 １４：００ ６年 1年生乗車せず 

7 金 入学式   １１：５０ 56年  ５・６年生入学式に参加のため 

8 土            

9 日       

10 月 

＜２～６年弁当日＞ 
スクールバス・路線バス・自転車

集会 １年下校指導～１３日   
１１：５０ 1年 １５:２５ 23年 １６:３５ 456年 

1年生は早帰り 

2年生以上普通時程 

11 火 
身体測定・視力聴力検査 

給食開始 
１３：３０ 1年 １５:２５ 2年 １６：３５ 3456年 1年生は 4月、4時間授

業となります。そのため、

下校は 3便となります。 12 水 
知能検査２・５年  

校内研 尿検査一次 
１３：３０ 1年 １５:００ 2～6年 校内研のため 

13 木 

＜臨時時程 5時間＞ 

家庭訪問  
（１～４区 本寺 山谷地区) 

１３：００ 1年 １４：００ 2～6年   家庭訪問のため 

14 金 

＜臨時時程 5時間＞ 

家庭訪問 （11・12・霜後・13区 

達古袋地区） ALT                   
１３：００ 1年 １４：００ 2～6年   家庭訪問のため 

15 土      

16 日      

17 月 
清掃班長会議   

縦割り班編成集会 
１３：００ 1年 １５：２５ 23年 １６：３５ 456年  

18 火 
全国学力・学習状況調査 

6年(国算) 
１３：３０ 1年 １５：２５ 2年 １６：３５ 3456年  

19 水 
歯科検診 9：00～ 

委員会 巡回文庫 
１３：３０ 1年 １５：００ 23年 １６：３５ 456年   

20 木 <木曜時程> 職員会議５月  １３：００ 1年 １４：００ 2年 １５：００ 3456年 木曜時程のため 

21 金 ALT② １３：３０ 1年 １５：２５ 2年 １６：３５ 3456年   

22 土 
授業参観 PTA総会 

全体会 学級懇談会 
  １０：１５ 全校   授業参観のため 

23 日        

24 月 振替休日       

25 火 

児童朝会（一年生を迎える会） 

避難訓練 代表委員会 

内科検診１３：３０ 
  １５：２５ １2年 １６：３５ 3456年 内科検診のため 

26 水 交通安全教室 委員会 １３：３０ 1年  １５：００ 23年 １６：３５ 456年   

27 木 ＜木曜時程＞校内研究会 １３：００ 1年 １４：００ 2年 １５：００ 3456年 木曜時程のため 

28 金 
厳美渓畔清掃 ALT 

厳美公園桜植樹 
  １５：２５ 12年 １６：３５ 3456年 厳美畦畔清掃のため 

29 土 昭和の日      

30 日      

R５年度登校便出発時刻             田代・結渡便【１号車】…田代発７：１０ 結渡発７：３０  菅生沢便【２号車】…上菅生沢西発７：３８     

長倉・達古袋便【３号車】…長倉公民館前発７：３５ 達古袋・駒形根神社便【４号車】…焼切発７：３７  祭畤・本寺便【５号車】…板川バス停発７：２５ 

若井原・本寺便【６号車】…七ツ森発７：２５      若神子・要害便【７号車】…荘園遺跡発７：３０   小猪岡・本寺便【８号車】…前田発７：２２        

現在での予定です。変更点については、その都度お知らせいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

◎ボランティア委員会が呼びかけた「書きそんじ 

ハガキキャンペーン」の取組では229枚のは 

がきが集まりました。ご協力に感謝いたしま 

す。3月10日(金)、一関ユネスコ協会の皆様 

にご来校いただき、会長の佐藤様から 

ボランティア委員長の 

伊藤さんに、日本ユ 

ネスコ協会連盟からの 

「世界寺子屋運動感謝状」 

が手渡されました。 
 

 震災を考える日 
３.１１「東日本大震災」が起きてから１２年。 

３月１日（水）に復興教育の一環として「震災を 

            考える日」の取組を行いました。 

朝活動では、学級ごとに震災関連の学習をしました。休み時間には、予 

告なしで全校避難訓練を行いました。放送を聞き、指示された避難場所に 

自分の判断で避難しました。子ども達同士で「静かにするんだよ」と注意しあいながら、整然と集ま

ることができました。全員の避難完了まで３分３０秒でした。 

昼食は、避難所での生活の様子を想像しながら塩むすびを食べました。大きなおむ 

すびに笑顔でかじりついている子もいましたが、「実際は、夜は何も食べられず翌朝日の朝に一個の

おむすびを分けて食べた人もいる」と話すと、驚いていました。次の日の朝、ある子 

が「内陸地震の時はうちには米も野菜もあったから避難所に持って行ったんだって」 

と教えてくれました。家庭に帰って学習したことを話題にし、おうちの方も経験を伝 

えてくださったのですね。子どもたちに語り継ぐことはとても大切だと感じました。 

インフルエンザ流行により５・６年生による震災学習発表は、 

一週間後の７日(火)に体育館に全校児童が集まり行いました。 

初めに５年生が岩手宮城内陸地震について発表しました。学 

習したことをクイズを取り入れながら低学年にも分かりやすい 

ように伝えました。次に６年生が東日本大震災について田老や 

陸前高田で学習したことを、パソコンで資料を作成して発表し 

ました。発表後の振り返りでは、下のような感想が出されまし 

た。繰り返し学習することで理解が深まっていきます。４年生 

は、来年発表するという意識も芽生えていました。震災を知ら 

ない子たちですが、どの学年も真剣に発表を聞いて考えていたことが伝わりました。 

・地震でピアノが動いたことが分かりました。（避難用の）持ち物を準備したいです。（１年生） 

・東日本大震災の怖さが分かりました。１０ｍの防潮堤を超える津波の怖さが分かりました。（２年生） 

・津波が来たらすごく高いところに逃げなきゃいけないことが分かりました。（３年生） 

・内陸地震の被害総額や地震の起こる原因がプレートにあるとい 

うことが分かりました。（４年生） 

・地震の恐ろしさを忘れないこと、復興を進めること、これから 

の地震の被害を最小限にするということを大切にして、地震に 

備えたいです。（５年生） 

・５年生の発表を聞いて分かっていることもあったけれど、今日 

分かったこともあり、もっと地震について知ることができてよ 

かったです。（６年生） 

「和算に挑戦」 一関市博物館主催の「和

算に挑戦」に、本校でも３～6年生の希望者が取り組み

ました。３年生の佐藤さんが、和算博士賞を受賞しまし

た。おめでとうございます。 


